
広域需給調整システムの開発状況

2025年9月26日

第５７回需給調整市場検討小委員会・
第７４回調整力の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料４
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報告概要 2

○現在、広域需給調整システム（KJC）では、二次調整力②～三次調整力②の広域運用を

行っている。

○第38回本委員会（2023年4月26日）では、二次調整力①の広域運用を2025年度より

改修が完了したエリアから順次、試験運用を開始する予定であることを報告した。

○今回、二次調整力①の広域運用（広域LFC）の試験運用について、具体的なスケジュール

を整理したため報告する。
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【参考】広域LFCの制御ロジック概要 3

○広域LFCでは、広域的にARをネッティングすることで、現行エリア中給のLFC機能を活用して

二次調整力①の広域運用を実現する。

○広域LFCがネッティングしたARは、周波数を早く回復させるために、発電機の応動速度比率

（エリア毎のLFC動作可能量比率）に応じて、各エリアに配分する。

○その後、各エリアで発動した電源出力（既LFC動作量）を、各エリアの平均単価を用いた簡易

メリットオーダーに従って、エリア間で持ち替える。

出所）第18回需給調整市場検討小委員会 資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/files/jukyu_shijyo_18_05.pdf
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【参考】広域LFCの導入効果（シミュレーション結果） 4

○シミュレーション結果から、広域LFCの導入により、現状運用に比べてLFC動作量の低減および

kWhコストの低減が確認できた。

出所）第18回需給調整市場検討小委員会 資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/files/jukyu_shijyo_18_05.pdf



©Transmission and Distribution Grid Council 

【参考】需給調整市場の商品導入スケジュール 5

○調整力の広域運用・広域調達は、以下のとおり、取り扱い商品の拡大を進めている。

二次調整力①は、2026年度から広域運用を開始予定。

出所） 今後の要件変更等について（2024年3月27日更新）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/youkenhenkou_20240327.pdf

現在
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【参考】二次調整力①の広域運用・調達範囲 6

○広域LFCにおける二次調整力①の広域運用・調達範囲は、下図のとおり。

出所）第24回需給調整市場検討小委員会 資料３
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_24_03.pdf
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東京・東北エリア（東２社）における試験運用 7

○2025年10月20日から10月28日の間で、東京・東北エリアにて試験運用を実施する。

27日 28日 29日 30日 31日 11月1日 11月2日

月 火 水 木 金 土 日

試験運用
（東2社）

2025年10月

20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日

月 火 水 木 金 土 日

試験運用
（東2社）

試験運用開始

試験運用完了

広域運用
範囲

北海道

東京

東北

九州 中国

四国

関西 北陸

中部

予備日は別途確保
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中部・北陸・関西・中国・四国・九州エリア（中西地域）における試験運用 8

○2026年4月13日から4月23日の間で、中部・北陸・関西・中国・四国・九州エリア（中西地

域）にて試験運用を実施する。

○中西地域では、下記のとおり広域運用範囲を段階的に拡大する。
ステップ１：中地域３社（中部・北陸・関西）と西地域３社（中国・四国・九州）で地理的範囲を限定し、並行して試験運用
ステップ２：中西地域６社で試験運用

20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日

月 火 水 木 金 土 日

試験運用：ステップ2
(中西地域6社)

2026年4月

13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日

月 火 水 木 金 土 日

試験運用：ステップ1
（中地域３社・西地域３社）

試験運用：ステップ2
(中西地域6社)

試験運用開始 ステップ２移行判定

試験運用完了

広域運用
範囲

北海道

東京

東北

九州 中国

四国

関西 北陸

中部ステップ１ ステップ１

ステップ２

予備日は別途確保
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二次調整力①の広域運用開始に向けた対応状況まとめ 9

○二次調整力①の広域運用（広域LFC）は、既存の広域需給調整システム（KJC）をプラッ

トフォームとしてモジュール追加することで実現する。

○2025年度下期より改修が完了したエリアから順次、試験運用を行う。試験運用では、一定期

間、運用実績データを収集し、周波数変動の評価や演算ロジックの確認等を行う。

○試験運用期間中、安定的に広域LFCの運用ができることを確認できれば、運用を開始する。

2025年度 2026年度

上期 下期 上期 下期

東２社
（東北・東京）

中西地域
（中部・北陸・関西
・中国・四国・九州）

システム製作・試験

システム製作・試験

二次調整力①
広域運用開始
（東地域）

試験運用
（中地域）

2027年度からの
広域調達に向けた
実績評価期間

試験運用
（東地域）

二次調整力①
広域運用開始
（中西地域）

試験運用
（中西地域）

試験運用
（西地域）
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【参考】インバランス料金への影響（広域LFC運用開始後） 10

○広域LFCは、時間内変動等に対応した調整力（二次調整力①）を対象に広域運用を行う。

○第36回制度設計専門会合（2019年2月15日）にて、「時間内変動等に対応した調整力

はインバランス料金の算定において考慮しない」と整理されており、広域LFCはインバランス料金

の算定には影響を与えない。

・二次調整力②～三次調整力②
（EDC領域）

・ 二次調整力①（LFC領域）

⇒広域LFCはインバランス料金の
算定において考慮しない調整力を運用

出所）36回制度設計専門会合 資料３
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/036_03_00.pdf


